
ヒュラスの声 :Propertiusi.xx

高橋 宏幸
Prop.Ⅰ.xxは,imprudens(3)でいると恋人をNymphaeに遭われてしまうとい

ラ, Propertiusの友人 と思われる (procontinuoamore(1))Gallusへの忠告を

枠組みとして, exemplumの形に依 りながら, Hylasの物語を歌っている｡

この物語の主役 は言 うまで もな くHylasであるが, Propertiusの叙述 は

Hylasの美しきに特に重点を置いているように思われる｡伝承 としての Hylasの

物語 を構成するのは,大掴みに言って, NymphaeによるHylasのrapinaと

Hylasを捜すHerculesの行程である｡そして,このrapinaとそれに続 くHer-

culesの狂乱とを起こしたという点で,Hylasの美しさ,あるいは,その魅力が物

語の推進力となっている｡Hylasの物語を扱った他の作家を見ると,これを最 も

詳しく伝えるApoll.Rhod.Ⅰ.1173-1357では,その叙述様式にのっとり,伝承の

構成要素が洩れなくほぼ均等な配分をもって語られ,どこが強調点かを示すのは

難しい｡他方,形式の上でPropertiusが直接のモデルとしたと思われるTheoc.

XIIIにおいては,10i,xapieZJTO{{′TAα,TOi'7品7,7=POXajL'LSaq)opei'zJIOT(7){′TAαr

aEat,eb{(36)xalAAL610了'T入α{(72)というように,確かに, Hylasは美しい,

と言われている｡しかし,それは,Theocritusが Hylasの美しい様を美しいよう

に描いている,ということではない｡むしろ,美しいものが引き起 こすエロスと

エロスの力にTheoc.XIIIの力点がある｡ oi'x 毎L̂y lazJ '′EpGJlα FEbuoL{

'とTeX',ふre'Co7Ce'vJLer,/NLX'Lα,-･.･/oLx毎L̂Z,丁をxα人品7tPb,TOL{XαAaq)α'LZJeでαL

触e7),という冒頭の句, PTα6&GJUγ如 'gp町 ta7Tα入aT 卯 'eyαT とEeq'aβ岬eU/

'Apγeiuと7tZ7TαL6TL.(48-49a)と言われるrapina場面,そして, Hylasに対する

エロス故の Herculesの狂乱についての17行に及ぶ叙述(55-71),これらはそのこ

とを示していよう｡それに対して Prop.Ⅰ.xxでは,Hylasの美し√さを強調するよ

うに,物語部分(17-50)の外枠(1-10及び5ト52)で, speciem (5), formosum

Hylan(52)と言われる一方,物語の中では, Hylasの花 を摘む様子はtenero

pueriliterungui(39)と描かれ,彼の姿が映る水面はformosisundis(41)であり,

Nymphaeが心を燃やしたのは彼(あるいは彼の肩)のcandore(45)によってであ

ったと語られる｡また,Herculesに関する叙述がわずか 4行(15-16及び49-50)し

かなされていないことも注意を引く｡
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ところが,その Hylasの美しさが最も強 く表現されて然るべきと思われるこの

物語のクライマックス, NymphaeによるHylasのrapinaの場面で不可解 とも

思えるような表現がなされている｡

tumsonitumraptocorporcfccitliylas･(48)

この48行をただ字句の通 りに訳すとすれば,｢その時 Hylasは,身体右奪われて,

その身体でもって音を立てた｣とするしかない｡｢美しいHylas｣の結末が泉に落

ちた時の水音によって締め括られているとすれば,あまりに散文的にすぎる 1) と

は誰しもが思うところであろう｡

これについて,学者の関心は専らsonitusという語が意味しうること,すなわ

ち,49行のAIcidesiteratresponsaとの関連 も考慮に入れて, sonitusが Hylas

の発 した叫びを合意するかどうかという点に向けられている2)0

しかし,たとえsonitusという語の内にHylasの叫びが込められているとした

ところで,sonitusが通常それだけで人間の声を意味することがない以上,結局そ

れは,Propertiusがこの重大な場面に不適切な表現を行なった,と断ずるに等し

い｡

けれども,このクライマックスを叙述するにあたってPropertiusがsonitusと

いう語を選んだについては,もっと積極的な理由がなかったのだろうか｡これま

でとは別の観点からの解釈が試みられてよいと思われるのである｡

そこで, もう一度48行を見直してみると, raptocorporeという表現が注目さ

れる｡48行の語句の配列は,両端に置かれたtum とHylasとにより時 と行為者 と

が規定され,その内側にsonitum-fecitという行為が示されるが,これをrapto

corporeが繋 ぐ, という形 を とっている｡つ ま り,48行の語順 は,その時-

Nymphaeが Hylasを水中に引き込んだ時-のHylasによるsonitum fecitとい

う行為 はraptocorporeを介 してである,と言 っているように見 える｡また,

raptoとcorporeとの 間 に はcaesuraが あ り,も しraptocorporeがsonitum

fecitを媒介するような働 きを意味するものであれば,そこに何か激 しい変化を伴

なっていることを想像させる｡

このraptocorporeについて, Postgateは ｢Propertiusはraptusと書いても

よかったかも知れない｣と言っている3)が,corporeがsonitumfecitに対 して単

純に手段の奪格であるならば,すなわち, Hylasは身体によって音を立てたと

Propertiusが言おうとしたのであれば, raptocorporeとするより, corporeは
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単独に用いて,raptus-Hylasとする方が自然である｡raptocorporeと書かれて

いることは,これを絶対的奪格 ととるにせよ,限定の奪格 ととるにせよ,手段の

奪格 としてsonitum fecitにかかるよりも,その行為の時点におけるHylasの状

況を規定する意味合いを強 く示しているものと考えられる｡

しかし, raptocorporeが47行に語られた事柄を短 く示していると見る4)こと

には問題がある｡47行は,

prolaPS.-1mlet,iterf,ciThl･merCliq1-Ore

というように, Nymphaeが水の中へ引き入れた-Hylasが滑 り込んだ一動作を

極めて緩やかなものとして表現している｡このprolapsumleuiterfaciliと連なる

語句によって刻まれる印象にはraptusのもつ語感は重なり合わない｡滑らかで軽

やかな様子 5)が ｢身体を奪い取られて｣と言い直されているとすれば,不自然 と

言うしかない｡

このように,raptocorporeは,48行の詩行構成から, sonitum fecitという

Hylasの行為に際して重要な働 きをなしていることを想像させる一方,これを

sonitumfecitに対する単純なinstrumentと考えることにも, Hylasが水に落ち

た時のdescriptionと考えることにも,いずれにも不自然さを残す｡では,どう考

えたらよいのか｡ここで考察のヒントとなるのは,Anton.Lib.xxvi6)にはっき

りと伝えられる, Hylasの物語における変身のモティーフ7)である｡そこでは,

Herculesを恐れたNymphaeが,Hylasを街に変身させて,Herculesの呼ぶ叫

びに答えさせている8)｡しかしながら,この48行に街への変身が表現されていると

考えることには無理があるかも知れない｡Herculesの叫びであれ何であれ,先立

つ声ないし音があってはじめて街は成 り立つのであるから｡けれども,この場面

でPropertiusが変身のモティーフを導入している,すなわち,raptocorporeと

いう表現が何らかの Hylasの変身を含意していると考えてみることは決して無

意味だとは思われない｡もしここで変身が詩人の意図するところであるならば,

上に見た不自然さに解決を与えることができるとともに,変身が介在して行なわ

れたsonitum fecitには,単なる水音にとどまらない,この Hylasの変身に相応

しい意味を見出せる,と考えるのである｡

そこで,Prop.Ⅰ.xxにおいて,Hylasに対する描写が48行にあるraptocorpore

という表現に変身を合意させるようになされているのかどうか,もしなされてい

るとすれば,それはどのような変身として描かれているのか,就中,その描写に

おけるHylasのイメージとそのイメージを支える構図に主眼を置いて,次に検討

してみたい｡
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hicmanusheroum,placidisutconst･ir･itor】S,
rnouiacomt,ositalitorafrondeteglt･

atcomesinuictiiuucnisprocesseratultra

mramseposltlquaererCfontisaqu,1m. (2ト24)

23-24行の Hylasについての最初の叙述でのイメージは, Argonautesの野営

を叙述 した21-22行 との対比を見ることによって把えることができる｡

まず気づかれるのは, Argonautesには, manus,constitit,Compositaといっ

た語が,一団となって集結している,という印象を強 く与えているのに対 し,

Hylasには,そこから一人離れ去るイメージがある,という点である｡特に,24

行では,raramsepositiと,ものの疎らな様を示すrarus9),それに,あるものが

一つだけ他から離れてある様を示すsepositusという語が並置されると同時に,

その語順は, quaerereという目的行為を中心 として,まず大 きな目当てである

sepositi-fontisがこれを囲み,次いでその外側にraram-aquam と置かれる,とい

うように,順次外に向かって Hylasが離れてい く様を示しているかのようであ

る 10)0

また,Argonautesの集結している場所は,oris,litoraと,同義語の繰 り返 し

により,岸であることが強調されている｡その岸は,placidisあるいはmolliaと

いう語が示すように,波の上を越えて来た(praeteritisundis(19))彼らにとって安

らぎの場である11)｡これに対 してHylasはそこに落ち着いていることがないが,

それは彼が-quaererefontisaquam一泉の水を求める故である｡

このように,ArgonautesとHylasとの間の対比は両者に相反するイメージを

与えているが,この点に留意すると, processeratultraという表現は, Hylas

が,言わばあるべき場所を異にするArgonautesの占める範囲の外へ,早々に出て

しまったことを表わしているように思われる｡ processeratという過去完了形は,

-一つには,22行の現在形 tegitの後に来て,行為の速やかさを示 している 12)であ

ろうが,それだけではなく,その行為が21行の過去形 constititの時点より以前に

完了していた,すなわち, Hylasは,岸に降 り立って姿を見せたArgonautesと

は,一瞬たりとも共にある時がなかったかのような印象を与える｡そして,この

processeratという行為は-ultra- ｢ある範囲を越えて｣ 13)なされている｡上に

見たように相反する性格をもつHylasとArgonautesとの間には,今やすでに,

それぞれの領域を隔てる境界線があって,Hylasはその向こう側へ行ってしまっ

たというようなイメージを思い描かせる｡

もう一つ注意したいのは,Hylasの物語を扱った他の作者 と異なり,何故,あ

るいは,誰のためにHylasが水を求めるのかをPropertiusが示していないこと
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である｡水嚢のことにも触れられず,従って,水を持ち帰るとも語られない｡

この点に関して注釈家たちは一般に, Hylasは水雲を携えてHerculesあるい

はその他のArgonautesのために炊事用水を汲みに出た,という伝承 14)について

の知識が読者に要求されていると考える｡それ故,Hylasが水を汲もうとする場

面の詩句 haurireflumina(43)については,｢彼の水嚢に｣と補う解釈 15)が行なわ

れ,またproposito officio(40)は ｢Herculesから指示された勤め｣と解 され

る 16)｡

このような理解は極めて自然なように思える｡というのも, cuinon dictus

Hylaspuer?という詩句 17)があるように, Hylasの物語が広 く親しまれていた

のは確かであろうから｡しかし,このことは逆に考えると,それだけ読者がよく

知っている話であれば,そこに当然のこととして期待されるディテイルが除かれ

ている時,かえってそれは読者の注意を喚起するであろう｡ とすれば,その切除

した点から詩人の意図したことが見出されるべきではなかろうか｡Prop.Ⅰ.xxの

HylasはあくまでPropertiusの描 くHylasであって,神話伝承のHylasではな

い｡次に見るBoreadesが Hylasに対してrapinaを試みる場面にしても,これは

切除ではなく附加の例であるが,Propertius独自のものである｡上記の詩句につ

いて見ても,補って解さねばならない必然はない｡ proposito(40)は ｢Hercules

によって指示された｣ではなく,｢Hylasが目的とした｣と考えることもできる｡

また,haurireparatdemissisfluminapalmis(43)を何の予備知識 ももたずに読

めば,｢彼は両方の手を下ろして,その掌に水を汲もうと取 りかかる｣と解されよ

う｡23-24行に立ち戻れば,Hylasの求めるのが他の誰かのための炊事用水である

ことも,それを持ち帰るための水蜜のことも語られない｡ただprocesseratという

彼の行為の目的が泉の水を捜し求めるためとだけ述べられている｡つまり,ここ

には,彼自身のための水を捜し求める,それが,言わば,彼の純粋目的であると

いうような提示がなされていると思われる｡そして,これは,水のNymphaeに

よるHylasのrapinaというクライマックスを準備する提示であると考えられる

が,それは後に検討する｡

huncd-ユOSeCtatifratres!̂ ql】iloniaproles,
huncsuperctZetcsIhun° superetCalais,

osculasuspcnsisinstabal.i C･lrPCrePalmlS〉I

ーL示さIL;1TetalternaferresuFlnafuga･

illesubextremapendenssecluditurala

etuo7ucresramost一mmouctinsidias･ (25-30).

この Boreadesの襲来の場面に認められるのは,第-に,上下の構図である｡26
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行huncsuperのanaphoraが示す通 り,Boreadesが襲いかかるのは上方からで

あるのに対し, illesub(29)という並置やsummouet(30)という語が示すように,

HylasはBoreadesの下方に位置する｡そして,専 らBoreadesに関する叙述であ

る25-28行の下に29-30行のHylasを主語 とする叙述が置かれていることもこの

構図に対応している｡また,suspensis(27)supina(28)等の語は,言わば,この

上下の構図に縁語的な働きをなしている 18)と考えることができる｡

第二には,戦闘に関する術語が多 く用いられている｡instabant(27)-脅威を加

える,carpere(27)一特に,繰 り返しの攻撃により敵に損害を及ぼす,fuga(28)

一逃走, Secluditur(29)-連絡路を断つ, ala(29)-戦陣での左右の翼, sum一

mouet(30)一撃退する, insidias(30)一待ち伏せ,等である｡

ここから,この場面について, BoreadesとHylasとの攻防という視点が立て

られてよいであろう｡そこでまず,Boreadesの攻撃について見ると,それが完遂

したことが示されていないのに気づ く｡彼らは,口づけを奪おうとする目的(os-

culacarpere(27),osculaferre(28))のために, Hylasを脅かしてはいるものの,

それは文字通 りに未完了過去(instabant(27))のままで終っている｡そこで,彼ら

の攻撃は,26行のhuncsuper及び27-28行でのosculaのanaphora,上に見た戦

術用語 としてのcarpere,さらにalternafuga(28)という句が示すように,繰 り

返し行なわれていることが分かるが,それは,飽 くことなくHylasの口づけを奪

ったというよりは,彼らがそれを果せずに,失敗しては繰 り返し試みているとい

う印象の方が強い｡この点で, suspensispalmis(27)は,一般には ｢Hylasを襲

おうと用意 してBoreadesが手を上げている｣と解 されている19)けれ ども,

suspensusは,日本語の ｢宙に浮いた｣という表現 とよく対応 する語であ り,

Boreadesの攻撃の未遂未完了な状況を表わすのに相応しい｡ここでは,目的を達

成することのできないBoreadesの宙ぶらりんの状態が彼らの手の動作の上に示

されていると考えられる｡

一方, Hylasの防戦 という面から見ると,彼は, Boreadesの攻撃が未完了で

あるのに対応する形 として,彼らの攻撃を自分から能動的に抵抗して防いでいる

というよりは,彼らの攻撃が届かない所にいるというイメージを抱かせる｡Hylas

は自ら連絡路を断って,.Boreadesの攻撃の突破口を遮断している-Secluditur

(29)｡そのためにBoreadesは自分たちの攻撃が届 くところへ Hylasが出てくる

.Dを待ち伏せしている-insidias(_30)｡しかし, Hylasはこの策略に乗らず,直L

接の接触を避けて,木の枝によ13彼ら滋撃退する-ramosummouet(30)｡こうし

た情景が思し'〕浮かべられるのである｡

このように, Boreadesの上方からの攻撃に対して, Hylasはその下で彼らの
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攻撃の及ばぬところにいる,すなわち, Boreadesの攻撃範囲とHylasの防戦域

とが空間上で上下二つに分界されていることがここに表現されているとすると,

extrema ala(29)はこの区分を画す一線 を表わ しているように思われる｡

extremusという語は,一定範囲の最外縁部分を示すのに用いられるが, agmen

extremum というように使われる時,戦列のしんがり,後衛部隊を意味する｡ala

が戦陣の ｢翼｣を意味することは上にも述べた｡とすると, extremaalaという

表現はBoreadesの翼の最も端の部分と彼らの攻撃陣形の後衛を務めるものとし

ての翼とを約め合わせていると考えられる｡そして,そのように見ると,fuga

(28)をこれと関連して解することができる｡口づけを奪うべ く,すなわち,言わ

ば,osculaを先鋒として一旦 Hylasに襲いかかったBoreadesが再び上空へ引き

返す,その一時的なfugaの際には,彼らの陣形の最後部が Hylasに最も近い位置

を占めることになる｡ここで,Boreadesの翼が彼らの体のどこに生えているかが

問題 となるが,伝承は,背中 20),牒 21),頭 と足 22)など一定していない｡Propertius

はこの内の居果ないし足にあたる翼を想定していたのであろう｡そうであるとすれ

ば,この下方から上方への fugaにおいて彼らの翼は後衛に位置する｡そして,こ

の時の Boreadesの陣形の後衛は彼らの攻撃が届 く範囲の端,上下の構図から言

えば,最下端に当たる｡従って, illesubextremaalaと表現される,つまり,

Hylasがすぐその下にいるextremaalaは, Boreadesの翼の最下端-彼らの攻

撃陣形の後衛としての翼-彼らの攻撃範囲の最下端,という三重の意味を合わせ

もつものと見られる｡一方,このBoreadesの翼は, Hylasと対比される時了怪

物の巨大な翼に対して,弱々しい少年の小さな体はeinriihrenderGegensatzを

形成しているが,これはヘレニズム文学の好むところである｣とRothsteinが言う

ように23),圧倒的に巨大である｡そして,｢弱々しい少年｣を修飾するpendens(29)

は,注釈家の様々な解釈を受けているが 24),この対比に留意する時,よりよく理

解されよう｡すなわち,この語の示すところは,弱小なHylasが Boreadesの巨

大な翼に対した時,彼の姿は地面に立っているというよりは,むしろ,彼らの翼

に引っ懸かっているように見える,つまり,目を陛らせるような大小の対照の情

景の前にそ.の周囲には視線が及ばず,Hylasの下の地面がおぼろげにさえ感じら

れる,そうした彼の不安定さであると思われる｡というのも,pendensには,請

の類縁から推しても,suspensispalmis(27)との対応が考えられるが,上述のよ

うに, suspe聖 palmisが攻撃を完遂できないBoreadesの宙ぶらりんの状況を
表現して-いるとすれば,これに見合うように,pendensはHylasの側の頼 りない

様を表わしていると見ることができる｡また,これを上下の構図の上に置いてみ

れば,上方のBoreadesも,下方のHylasも,ともに,不安定さを呈 している
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が,そのことは,Hylasについてはpendensと彼の全身について言われるのに対

して,Boreadesの側でこれと釣 り合うようにはpalmaeで十分である,それ程の

大きさの対比 として把えられよう｡そして,このようにBoreadesの翼が巨大であ

るならば,その翼の最下端 としてのextremaalaはこの場面の空間を上下に真二

つに区分するに足るだけの左右の幅をもつものと考えることができる｡それ故,

extremaalaは,そうした区分の一線 として, ともにそれぞれの領分を侵すこと

のないBoreadesとHylasとの攻防の境界線を表わしていると同時に,上述の上

下の構図における両者の対比をより一層際立たせるような水平軸,構図の中心軸

となっていると思われるのである｡

iamPa･nL,iioni･lCCeSSitgel川SOrithyi(,,e:

n(lolorf.il)ntHI,lml,ibntH,lm.1(lry痛n.

Ilicer,1tArgmtl.iPegcStlbuerticemont呈s

gr･M dormlSNTmPlll'SllmidaThyni<1"n〉
quaTnSuPranullaepen(二1ehaTltdebit,1Curae

roscidadeser･tispcml･, SubarborH)､lS,
ctcircumiTrlgl-0Surgehantliliapratn

ca-1didapurpllreisrnixtapapaueribus･

quaemo(lod,-LC(,rPenStenerOPuCriliterungt,I

propositoflorcmprtlCt･ulitoffic;O,
etmndr)forITIOSisincllmhenslleSCiusllndis

err(,remblandist{lrdar-imf,ginibus･

(3ト42)I

Boreadesが去って, HylasはいよいよNymphae25)の棲む泉へとやって来る｡

この泉の場面にも上下の構図が認められる｡しかし,この場合,上方の Boreades

と下方のHylasとの間に境界線が引かれ,これを挟んで両者が著しい対比を形成

しながら対立していた Boreades場面での構図とは大きく異なっている｡

33-38行の泉の叙述について見ると,最初にArganthiPegesubuerticemontis

(33)というように,最も高い位置にあるものと最も低い位置にあるものとが場面

全体の大きな枠組みとして示される｡そして, Pegeの同格 としてNymphaeの

domusが次の行に置かれた後,この上-quamsupra(35)一にはpoma(36),そ

のpomaは木々の下-subarboribus(36)-,さらにその周 りでは-circum (37)

一百 合 が生 え伸 び-surgebant lilia(37)-,ケ シ と混 じ り合 う-mixta

papaueribus(38)-,というように,同じ上下の構図ではあっても,対立する二者

が裁然と区分されるのではなく,互いに入り組み合った構図を形作っている｡
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Arganthimontisuertice

deser･tisarbor

Jsub(3

roscidapoma

†supra
｣sg5r,

;bq
些望聖lilia_垂至建 papaueribus

Surgebant

irrlguOpratO

Pege-domusNymphis

41-42行の Hylasが水面に自分の姿を映している場面も上下の構図として捉え

られる｡ここでは,上方の Hylasと下方の彼の姿の水面への反映 との問には越え

ることのできない境 としての水位線があり,両者を対置させているという点では

Boreades場面の構図に近い｡しかし,そこでは,強大と弱小との対比の上に両者

がともに不安定な状態で相対していたのに対し,ここでは,上方と下方とは同一

の形象であり,心を誘 う-blandis(42)一美しさ-formosis(41)-をもっている｡

Boreades場面とは全 く対照的な対称図である｡

一方,こうした対称図を描 くHylasの姿,動作,あるいは,桃源郷のような泉

の描写は,それ自体すでに調和的な雰囲気に満ちているが,語嚢の上でも,これ

に対応するように,対立的な Boreades場面では戦闘に関する術語が多用されて

いたのに対し,ここでは,恋愛に関連する語が多く織り込まれている26)｡ curae

(35)は,｢恋人の抱く思いの丈｣そして ｢その思いを寄せる相手｣を意味する27)｡

poma(36):リンゴが恋愛 と関連した象徴的機能をもつ例は数多い28)｡ candida

purpureis(38)という色彩の組み合わせは,乙女や美少年の容色について表現す

る時に,肌が単に白いというだけでなく,そこにほんのりと赤みがさして,より

美しく映る様を示す形容 としてよく用いられる29)0florem(40):Propertiusは,

floresとではなく,florem と書いている｡これは,flosiuuentutisといったほと

んど常套的な表現が示すように,花咲 くばか りの盛 りの年頃を合意する語であ

る30)0 officio(40)は, munusと同じように,｢恋愛のお勤め｣という意味を有す

る31)｡errorem(42)は ｢恋によって引き起 こされる乱心｣あるいは ｢恋の誤ち｣

を意味す′る32)0

このように,Boreades場面とは対照的な構図と語柔とはこの泉の場面に,そこ

にあるもののそれぞれ全てが混じり合い,融合するような,調和的な情調を与え

ているが,その情調の源泉を辿れば,Hylasの最初の登場において彼の求めるも

のとして提示された水がこの場面に溢れているというところに見出されよう｡す

なわち,この泉の名 Pege(33)は,それ自体が泉を意味するギリシア語 7Tm,kと重

なっている｡また,dQmuSumida(34),roscidapoma(36),irriguoprato(37)

などの表現｡そして,この場面に多い唇音 (p,b,f)と流音(1,m),とりわけ,38
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-40行に顕著なp-rの音の組み合わせ33)はせせらぎの音を感じさせる｡

Hylasの捜し求めて来た水が彼の目の前にある｡そして,その水面には彼自身

の姿が映って上下の構図を描き出している｡すなわち,上方に位置する彼と相対

しているのは,Argonautesや Boreadesのような,それまで Hylasが一線を画し

て相容れないものとしてきたものではない｡泉の場面の調和的な上下の構図を経

て,今 Hylasは自身の求める水の上にあり,その水が映し出す彼の姿 と向かい合

う｡それは,詩人が強調するHylasの美,その魅惑的な美が構成する対称図,そ

れ自体が均整美である対称図である｡水のNymphaeによるrapinaというクライ

マックスは,.=のような,これまで見た構図,イメージが焦点を合わせたところ

にある｡

tandcmi.at-rifepantdcmissisnuminapalm)'s

innixusdcxtrop】enatra1-ensllmCrO:

cuiusutaccens(leDrya(1escandorepuellae
mirataesolitnsdcst汗uercchoros,

prolapsumleuiterfacHitraxereliquore:

tumsonitumr甲 O COrPOrP,(ec;tHylas･(43-48)

いよい-よ, Hylasは泉の水を汲もうと取 りかかる｡

その時,彼の動作は,両手を下ろして-demissispalmis(43)-,右肩で支えな■

がら-innixusdextroumero(44)-と細かに描かれている｡これは,Hylasの姿

について,たった一言 pendensと,ほとんど抽象的にしか語られなかったBore-

ades場面 とは対照的である｡そして,このような,言わば,映像的な描写は,

Hylasが花を摘む時の動作-decerpensteneropueriliterungui(39)-,さらに,

水面を眺める姿-incumbens(41)-についての叙述から引き続 く一連のものと

して考えられる｡このことは,クライマックスに向かって,Hylasの姿の美しさ

を強調するものであろう｡しかるに,｢美しい｣という修飾語は, Hylas自身にで

はなく,彼を映す泉の水に当てられている-formosisundis(41)｡とすると,水

を汲もうとする時の Hylasの動作が細かに描写され,そこに彼の美しさが強調さ

れているとすれば,それは同時に,水面上に映る彼の姿をも言外に語っていよう｡

それ故,このクライマックスを理解するにも,Hylasと水面上の彼の反映が描き

出す上下の対称図をまず意識しておかねばならないと思われる｡

この点で注目されるのは,mirataesolitosdestituerechoros(46)という表現

である｡｢コロスの仕度をしていた｣というTheocritus34),あるいは ｢コロスが組

まれていた｣ というApolloniusRhodius35)に対して, Propertiusが ｢コロスを

打ち捨てた｣と書いたことにはそれだけの理由が考 えられる｡泉 に棲 まう
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Nymphaeが歌や舞いを打ち捨てたということは,とりもなおさず,泉の水が静止

したことを意味するであろう｡実際,このことと対応するように,泉の水につい

て,それまではundis(41), flumina(43)と,｢波｣や ｢流れ｣といった,動きを

もつ水を表わす語が用いられていた 36)のに対 し, この箇所の直後では, liquore

(47)という静止した水について用いられる語が置かれている｡そして,このよう

に動きを止めた水は,明鏡止水の言葉通 り,その少しとして歪みのない水面にあ

らゆるものをくっきりと映 し出す｡NymphaeはHylasの美 しさに驚き,はっと

して見つめ一miratae一普段の-solitos一動きを止める｡そのように彼女らは鮮

明にHylasの姿を彼女たち自身の水の上に映し出している｡

その意味で, accensaecandore(45)は,｢Nymphaeが Hylasのcandorの故

に心を燃やした｣と一般に解されているが,それだけにとどまるものではないで

あろう｡candorは,candidapurpureis(38)という色彩の組み合わせと同じよう

に,単なる白ではなく,そこに赤みのさした輝かしい美しきを表わす 37)｡この輝

きの火が ｢Dryadesに燃え移った｣というのは,水面が Hylasのcandorを映し

て燃えるように輝いた,candorに輝 くHylasの姿が水面に映えた,ということを

表わしているのではなかろうか｡また,ここで重要なのは,この accensaecandore

という句の後に,Dryadesの同格 として,puellaeという語が置かれていること

である｡そして,candorという語は,美少年 Hylasにとって と同じく,この

puellaeの美 しさを表わすのに相応 しい｡ ところが,この二つの語 はcandore

puellaeと並置されている｡ とすると, accensaeDryadescandorepuellaeとい

う語句は ｢Dryadesは, Hylasのcandorによって燃え立つ,あるいは, Hylas

のcandorを映し出したその後に,puellaeと呼ばれうる姿をとった,そしてこの

時,Hylasのcandorはそのまま彼女らのcandorとなった｣と,そう語っている

ように思われる｡すなわち,水の Nymphaeの姿はHylasと同じcandorを得るこ

とによりpuellaeとして現われている｡それは,水面に映る彼の姿 とほとんど同一

であると考えてよいであろう｡

まず,Hylas自身の姿と水の上に映った彼の姿とがあった｡そして,この水を

体現するNymphaeがコロスを打ち捨て,水面が静止 した時,水面上に映るHylas

の美しさは一点の曇 りもないものとなる｡ これと同時に,その全き美しさをもつ

水面上の Hylasの像に重なり合うようにNymphaeの姿が現われる｡ここに思い

浮かべ られるのはこうした場面展開である｡従って,HylasとNymphaeとは上

下の構図を描いてお り,しかもそれは,Nymphaeが水面上のHylasの姿と重な

り合っている故に,水位線 を中心軸 として,完全な対称図を形成している｡水を

汲もうとするHylasについてtrahens(44)と言われるのに呼応して, NyITlphae
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が Hylasを水 中に引 き込んだ ことが traxere(47)と語 られる こと:その際,

Propertiusが Hylasに水雲を持たせていない,つまり,Hylasが素手であること

は,当然素手であろうNymphaeと釣合っている ;さらに,43-47行の詩行配分,

すなわち,Hylasに関する叙述(43-44)の下にNymphaeについての叙述(45-46)

が置かれ,それぞれに2行ずつが割当てられる ;そして,その後の47行はrapina

の様子を語っているが,ここには,Hylasの動作-prolapsum-とNymphaeの

動作-traxere-とに対して量的に均等な叙述 (leuiterはprolapsum とtraxere

のいずれにもかかりうる)がなされていること ;これらのことはこの対称図を指

示するものであろう｡

さて,このような上下の対称図を描 くHylasとNymphaeとが,一方は,泉の

上から求める水を汲もうと,他方は,水の中から彼を求めて, ともに引き合う時,

その帰結はどのような情景 として想像すべきだろうか｡

prolapsumleuiterfacilitraxereliquore (47).

滑らかであり,軽やかで,柔かな様子｡静止した水は滑り込んで来るHylasにほ

とんど抵抗を示していない｡つまり,それが作 り出す歪みのない鏡面は, Hylas

が水中に姿を消すまでの問,映 し出した像を少しも乱すことがない｡ この facili

liquoreによって, HylasとNymphaeとは, Hylasの姿が完全に消え去るまで,

上下の対称図を保持することができる｡HylasはNymphaeに引かれて水の中へ

滑 り込んでゆ く｡その時,水中に没 した部分の Hylasの体は視界から消失する｡

なぜなら,水面が今や完全な鏡であるとすれば,映し出すのは水面より上の世界

だけで,水面下を透かし見ることを許さないであろうから｡他方, Nymphaeの

これに対応する部分も,水から引き出されると形を失ってしまうかのように消失

する｡なぜなら,Nymphaeの姿は水面に映ったHylasの姿と重なり合うものと

して存在するのだから｡すなわち,ここに描かれているのは, Hylasの姿 と,そ

の反映 としてのNymphaeの姿とが,Hylasの体が鏡の向こう側へ吸い込 まれて

いったかのように,水面上に交錯しつつ消失してゆく様であるO

このようにしてrapinaが終わった時,そこにはHylasの姿はない｡彼 とともに

Nymphaeの姿 も消える｡あるのは水だけである｡Propertiusの叙述の中心にあ

った Hylasの美しい姿は消失し,目に映るのは水だけしかない｡これが, rapto

corporeの意味するところであろうと思われる｡ Hylasは彼の捜し求めた水その

ものになったのである｡

tmTISOT-itumT<lrtnCorロ(,rCfecitliy】as･

culPTOCulAlci(lesiteratresl､nI-S{17SCdjlli

nomen沌 extremisfor-川〕usaurarefert･ (48-50)I
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それでは,水になったHylasが発したsonitusとは何を意味するのであろうか｡

水となったHylasが起こす音,それはもはや人の肉声による叫びではないであろ

う｡それならば,詩人はやはりこのクライマックスを水音で締め括ったのだろう

か｡一つの物象としてそれが何であるかと問われれば,これを水音でないと言う

のは難しい｡しかし, Propertiusは, Hylasの体が水に落ちてその昔が生 じた,

と語ってはいない｡ Hylasの姿が消失して水だけが残る,この変化を結ぶのが

Hylasの発したsonitusである｡すなわち, Hylasの美しい姿,これと完壁な対

称図をなすNymphae,この視覚に訴える美の終蔦にPropertiusはこのsonitus

を置いている｡と同時に,このsonitusは音響の上でも一つのピリオ ドを打つ｡

solitosdestituerechoros(46)について,視覚的な面では,鏡に等しい静止した水

面を表わしていると述べたが,それはまた,聴覚的には,それまで聞こえていた

せせ らぎの音 も絶えて,辺 りが静寂に包 まれたことをも意味するであろう｡

Nymphaeは歌をやめ,はっと息をのんで Hylasを見つめた-miratae(46)-の

である｡この全き静寂の中の美,それが消失したところにsonitusは生じた｡それ

は消え去ったものの余韻,あるいは,その瞬間に見ている者の胸を打った感興の

響きと理解すべきではなかろうか｡これは一つの連想にすぎないけれども,次の

ような情景を引き比べてみたい｡寂寂たる静けさの中,蓮の菅は一瞬の内に花を

開 く｡その時に響 く音｡それ自体は乾いた音,全 くphysicalな音である｡しか

し,physicalであるが故に,そこに忽然と出現した花,造化の妙と調和して人々

の胸に単なる物音にとどまらない余韻を残す｡そのように,このクライマックス

の終止符としては,言わば,情感に湿った叫びよりは,むしろ,Propertiusが選

んだsonitusという語の方が相応しいものに思われるのである0

そのようなsonitusに対 してHerculesが答えを繰 り返 した-AIcides iterat

responsa(49)-,すなわち,彼がこのsonitusの中にHylasの最後の声を聞き取

ったとしても,決して不自然な情景ではない｡そして,Hylasの名を何度も呼ぶ

彼の声は,今はHylasの姿もない,Nymphaeの姿もない泉の水面から,風が空

しく彼のもとへ戻すだけである-illinomenabextremisfontibusaurarefert.

(49-50)0 Hylasは,Argonautesや Boreadesに対してと同じように,Hercules

に対しても,水面を境界 として,手の届かぬところへ行ってしまった｡

注

1)Cf.H.E.Butler&E.A.Barber,TheElegiesofPropertius.Hildesheim19692

(以下BB)p.185.

2)sonitusが,通常は,人間の声については用いられない,という点では学者の

意見 はほぼ一致 している｡この点を最 も強調するのがD.R.Shackleton
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Bailey,Propertiana.Amsterdam19672 (以下 SB)p.58であり, t̀hesoundof

theboy'sstruggleaswellashiscriesforhelp'と解している｡ M.Rothstein,

DieElegiendesSextusPropertius.Berilin1920-24γol.1(以下 Rothstein)

p.199は水音だけを考えているようであるが, J.P.Postgate,SelectElegies.

London18842 (以下 Postgate)p.10ト102,W.A.Camps,Propertius:Elegies

BookI.Cambridge1961(以下 Camps)p.97等,49行 との関連を主な論拠と

して, àloudinarticulatecry'(Postgate),｢̀acryforhelp'を含まねばな

らない｣(Camps)と解する｡

3)Postgate,p.102.

4)Cf.Rothstein,p.199D̀asErgebnisderebenerzahltenHandlungwirdin

raptocorporekurzberichtet.'

5)Cf.Postgate,p.101,LC.Curran,GreekWordsandMythinPropertius1.20.

GRBS5(1964)p.291.

6)AntoninusLiberalisはAntoninusPius帝の時代の作家と考えられているが,

その著作MelaJLOPq)ゐ6eGJU の′Uαγゐγ符はヘレニズム時代の作家に源泉を置 く｡

Hylasの物語を伝える第26話もNicanderのとIePOLOJuJLel,α第 2話に拠る｡

7)花の如き美少年の水のNymphaeによるrapina,彼を捜して繰 り返される叫び,

これに応える街,これらのモティーフは,農耕 と関連した土俗信仰に根づいて

いると思われる(cf.LR.Farnell,Greek HeroCultsandldeasoflm-

mortality.oxford1921p.23,27,P.Kretchmer,MythischeNamen.Glotta

14(1925)p.33-36)が,はっきりとした変身の形をとらないものの,Hylasの物

語を扱った各作家に用いられている｡

Apoll.Rhod.Ⅰ.1348ff.

(rTo入J(plll⊥q;) ～TE･77Td̂ 77げ<8きγaT,"･
′ I tt′ I / /f

11･TLTm/8'd･urr･.rTTIrrf'･7･a:bTO(,XE8,,'L,,07r7rO'TfFL7lOL

7日b州n'iel';poLe〆7人,1P｡fW ,;lta朋,o'"oゞ･
/

･oI,)錆 声,'lrL'(Y7mg0-m,品7TOKPけ･aL,TEEaploIT,那

′

＼〟 ′
-'晶gflK87;I,･Oul,K(,iU/,… TrOい)･,d汀 o,
fL/17TOTEIL(1,TT諭 汀 f9d7TÔ 蒔̂ け KalATOIO･

T''JZ,f… florZTLuV̂王′7T叩〝T入tlZ,～pe'ovqt1(tα"oL''.

Theoc.XHI.58ff.

･pL= Li7･Ⅴ･n- iL･'oEンb'0,,W βαOttlg777fUrEA叩 k

TPLr8'a"p'o'7,αtf{md,<pucrw,tipaLAS'F,"TO¢ww'･

<'fI,"∂aTOr,
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cf.Verg.Eel.VI.43f. Hylannautaequofontcrelichlm
cla-massellt,lltlitus̀Hy7a,Hyla'ornnesonaret;

8)Anton.Lib.xxvi.4とβJo押e,TOAA&xLrTbZJ t'TAα7JU'uFL甲αL虎 6e'LO･αqaLfaZJ

H̀pαxA'eα,JLをαirtbZJei/potXP1777でaFLeZJOU7TaP'αirTâLr,Pel'ePαAoz/Ibu

t'TAαZJXα盲と7TO'LqOTaZJXα'L7rPaC均yβ0万7J7TOA入&xLrkZ/Teq)ゐZJqO'ev H̀pαxAêL.

cf.ibid.5t′TAαLOLeeiJotノ6LZ/dkpLZJiJリ7TaPa･均ZJXP毎7JqUOとと7TLXG)PlotXα王

αiけらZJと首bzJaJJα10{e行TPirbとepeも,{q)wL,êLXαieとrTPira,JLe'Lβe7･αL7tPaT

αirtaL,bx品.

9)raram aquamについて,注釈家は一般に ｢得ることがなかなか難しい一上質

の一水｣といった解釈を下しているが,それは誤まりではないにしても,この

場面でのHylasのイメージを考える時,raramsepositiという並置により重要

な意義があるように思われる｡

10)Cf.R.I.V.HodgeandR.A.Buttimore,ThetMonobiblos'ofPropertius.

Cambridge1977p.206.

ll)Cf.Rothstein,p.193.

12)Cf.Postgate,p.97.

13)Cf.Rothstein,p.193ùltraistnichtohneweiteresverstandlich.･erging

weiterhinaus,alssi°hdasLagerderArgonautenerstreckte'. しかし,

ultraは,直接には,同じ行のcomesinuictiiuuenisと呼応しているように思わ

れる｡Argonautesの野営については,placidis,mollia,frondetegitなどの語

が示すように,平安なものとして描かれているが,Hylasも無敵のHerculesと

ともにいる限 り安全であった｡ところがHylasはその保護下から出てしまっ

た｡Boreadesの襲来の場面はその直後である｡

14)Cf.Apoll.Rhod.I.1208-1211 品'TxJe oとi･aa'p/甲eαま行 的)V66毎LeZJOC

7TOTLS:op7TLOZJ,d'AAαTe方&7/Tα/bTPα̂'eG2'CXα7滋 xJoo･FIOyと2raPT'LO･0･eLeZ'とるylL./

萌 γap〟i.w o･LOL6Lyとuqeeo･LUαiqa再 ,q'epβe.Theoc.XIII.36-37 x品xee'

t′TAα{aEayeari''SGJPe'7TLO:op7TLOyOL'o･GDU/αiqゐio,tHpαxAJ,?･Lxαik61ejLq'êL

TeAapauL.Anton.Lib.xxvi.2-3̀Hpαx入行{7TaPêLXelÔLTtkpa)6LITaOe'L7TUO7/.

bお 77αLT'′TAαr'ixaw xp6060y'4人ee7:ParlaZ,'Ao'xaZ,LOtノ77OTaJLOlノtbOa)p
′

k7TO'LOTcDZ/70̂LrTaZJkpLqTêZJO'LU.

15)Cf.Postgate,p.100-101, Rothstein,p.198, BB,p.185.

16)Cf.Rothstein,p.198.

17)Verg.Geor.ⅠⅠⅠ.6.

18)suspensisについては本文に後述｡supinusの本来の語義は ｢仰向きの｣であ

る｡しかし,それがosculaferresupinaと用いられる時,どのような意味で
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あるのか,学者間にも納得できる結論は出ていない｡ただ,ここでのferreに

ついては, D.R.ShackletonBailey,InterpretationsofPropertius.Cl.Q.41

(1947)p.89の言 うように, b̀ring'の意であろう｡とする と, supinaは,

Boreadesの口づけについて表現していると考える方が,Hylasの顔が仰向き

なことを示していると考えるよりも自然であると思われる｡25-28行が全て

Boreadesに関する叙述であることにも注意 したい｡そう考えると,Camps,p.

95が第 2の可能な解釈として挙げている ｢Boreadesが一度飛び込んだ後に上

昇し始める時与える口づけ｣が有力であるように思われる｡ Campsはそこ

で, Liv.XXX.x.13uanapleraqueutpotesuplnOiactu telain locum

superioremmittebant:Ov.Med.Fac.40necreditinfontesundasupina

suos.を引いているが,2つの例のいずれにおいても,supinusが流れをもつも

の,一定方向への動きがあるものに対 して用いられていることは注目される｡

後述するように, Boreadesの動 きが昇降運動の繰 り返 しであること,また,

この場面に戦闘に関する術語が多用されていることを考えると,osculaが,言

わば,矢弾であるかのように,Boreadesとともに飛んで来るようなイメージ

のもとにこのsupinaは用いられているように思われる｡

19)Cf.Postgate,p.97-98.

20)Pin°.Pyth.ⅠⅤ,182-183.

ZdTaUK瓜aiz,TeJmTもpBope'ag,丘Z,8paゞ 甘TEPO;ally

z,品Ta7Tf如 L'KOZ,Ta9品FL¢W7TO/ゆvpe'oIS.

21)Apoll.Rわod.Ⅰ.219-220.
＼ ヽ ヽ I I ヽ

T'･'JLf" ･7T ,tKr'OTdTOLm 77･08{̂JU～KdTEPO<"ZpEtlUaF

･rf'roLHinrH'fJ,eZJO'TTLpvyast･
/

(219 と7Ti xpoT毎 oL㌫ 7tOぬue'Kingston (Bude版でVianが採用): と7t'

ko･TPαγ左入oLO･LFraenkel)

22)Hyg.Fab.14.18ZetesetCalais-capitapedesquepennatoshabuisse.ibid.

19.3ZetesetCalais-pennasincapiteetinpedibushabuisse.

23)Rothstein,p.196.

24)第 1の解釈 :HylasがBoreadesの,すなわち,ZetesとCalaisのどちらか一方の

翼の下に ｢ぶら下がっている｣(cf.Postgate,p.98)このような解釈は直ちに反

論を受ける｡その 1:上述のように,この場面には,HylasがBoreadesの攻撃

の届かないところにいる, というイメージがある｡その 2:PJ.Enk, Ad

PropertiiCarminaCommentariusCriticus.Leipzig1911p.67も触れている

ように,二人一対のものとして描かれているBoreadesの均衡を崩す｡彼 らは,
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その登場 と退場 とにおいて,Aquilonia proles (25), Pandioniae genus

Orithyiae(31)と,-まとめにして呼ばれる｡こうした扱いは,duofratres(25),

pentameterの前半と後半がhuncsuperetのanaphoraにZetesとCalaisの入れ

換わっただけという26行の構成,さらに,alternafuga(28)と,この場面に一

貫している｡ところが,この解釈を採ると,ala(29)とuolucresinsidias(30)

が,それぞれBoreadesのどちらか一方を表わすことになる｡第 2の解釈 :

l̀eaningforward'(Camps,p.96)この解釈のためにCampsが挙げる例証は不十

分だと思われる｡(1)Prop.IV.viii.21primotemonepependit:馬車の一番前

で身を乗 り出すCynthia｡(2)Verg.Ecl.Ⅰ.75-76nonegouosposthac-dumosa

pendereproculderupeuidebo:崖の上に身を乗 り出す姿が見られる山羊｡(3)

id.Aen.X.586pronuspendensinuerbera:鞭打とうと身を乗 り出す｡(4)現代

イタリア語,torrependente:Pisaの斜塔｡これらの4例は確かに,いずれも

結果的には前傾姿勢のものに対して用いられているが,しかし,それら自体に

｢前傾の｣という意味があるわけではない｡(1)及び(2)については,身を乗 り出

すその場所が明示され,(3)では,pronusという語がすでに前屈みであることを

示している｡この3例でのpendensの意義は,身を乗 り出したその場所からあ

とわずかで落ちそうに見えながら,その不安定の中に安定を保つ,それがその

場所に引っ懸かっているように感じられるというところにポイントがあるよ

うに思われる｡(4)については,確かにpendenteにはinclinatoの意味があるが,

これも,前傾 ということよりも,斜塔が倒れそうで倒れない,あたかも宙に引

っ懸かっているように見える点に重点があるのではなかろうか｡第 3の解釈 :

｢pendereは足がしっかりと地面に着いていない不安定な状態に対して相応 し

い表現｣(Rothstein,p.195-196)というのは正しいであろう｡しかし,Rothstein

のように,｢BoreadesがHylasを上空へ連れ去ろうとする｣ために,Hylasは半

ば宙に浮いて爪先立つだけになっている,あるいは,｢少年の体の内で見える

ところは爪先だけである故にpendereという表現がなされており,体の他の部

分は,今覆いかぶさっている巨大な翼によって隠され,YonderWeltges-

chlossen｣とまで考えるのは読み込みすぎであろう｡BoreadesがHylasを上空

へ連れ去ろうとしていると何処に言われているのか｡爪先だけしか見えない

と,何故pendereという表現がなされるのか｡また,それ以外のHylasの体が

vonderWeltgeschlossenというのは詩のどの箇所を解釈したものだろうか｡

25)Prop.Ⅰ.xxの中に用いられるAdryasin(12),Hamadryasin(33),Dryades(45)

のいずれも本来は木のNymphaeである｡Theoc.XIIIでは,｢水の真申でコロ

スの仕度をしていた｣(43)とあるだけで,特定のNymphaeは示されないが,
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ApolloniusRhodiusはコロスを組む森のNymphae(I.1222-1227)とrapinaに及

ぶ水のNympha(7/vJLm とq)1血 T'L符Ⅰ.1229)とを区別 している｡しかし,本来は

木のNymphaeを指す語が水のNymphaeを表わす例 も,またその逆の例 も知 ら

れている｡cf.Rothsteinp.190-191,BB.p.183-184｡一方,LC.Curran,op.

cit.,p.285-288は積極的な解釈を試みている｡すなわち,Prop.Ⅰ.xxには詩全体

を通してHylasという名に含まれるα-γの音の共鳴が見 られるが,本来の水の

Nymphaeを指す語Naiadesはこれに適合 しない｡また,Hylasという名には

ti･旬 (ti･̂α)との連想が働 く｡つまり,彼は森であって,その本来の場所は,莱

雄的遠征にあるのではなく,自然の中にある, としている｡

26)この点に関しては,J.Bramble,CuinondictusHylaspuer?Propertius1.

20.QualityandPleasureinLatinPoetry(T.Woodman& D.Wested.)

Cambridge1974p.89-92に負うところが大きい｡

27)Cf.∫.Bramble,op.°it.,p.92.

28)Propertiusでは,I.iii24,ⅠⅠ.xxxii.39140,II.xxxiv.69,ⅠⅠⅠ.xiii.27にその例を見

る｡ とりわけ,ⅠⅠ.xxxii.39-40cum quibusideolegistipomasubantro/

Suppositaexcipiensnaicadonamanu.はよく似た場面設定 となっている｡古

典文学全般におけるリンゴの象徴性については,cf.B.0.Foster,Notesonthe

Symbolism oftheAppleinClassicalAntiquity.HSCP10(1899)p.39-55,

A.良.Littlewood,TheSymbolism oftheAppleinGreekandRoman

Literature.HSCP72(1967)p.147-181.後者p.177ff.には詳 しいBibliographyが

ある｡

29)Cf.H.Blumner,UeberdieFarbenbezeichnungbeidenr6mischenDichtern.

Philologus48(1889)p.157-8,C.J.Fordyce,Catullus.oxford1961p.252,久

保正彰,色 と変容-オウイディウスの叙事技法の一側面-,西洋古典学研究

XXⅤ(1977)p.6(注35),p.7及びp.170

30)Cf.J.Bramble,op.°it.,p.90-91.Catull.LXII.39ff.utflos-/-ソ-/･-/idem

cum tenuicarptusdefloruitunguiノ-/sicuirgo-/cum castum amisit

pollutocorporeflorem.

31)Cf.∫.Bramble,op.°it.,p.90-91,C.J.Fordyce,op.°it.,p.253-254.

32)Cf.J.Bramble,op.°it.,p.91.

33)Cf.LC.Curran,op.°it.,p.283-284.

34)Theoc.XIII.43Nu'/i,,4αLXOPdudF-'EovTO.

35)Apoll.Rhod.I.1223.m,fL両(t,〟TcrTα',TOXnPt･･L'.

36)undis(41)についてはともか く,flumina(43)の場合,Hylasが汲 もうとしてい

-18-



る水であるから,ここでは ｢流れ｣ではなく,一般的な ｢水｣を表わしている

はずである｡そして,そうした例として,Prop.ⅠⅠ.xvii.55 ueltuTantalea

moueareadfluminasorte(Rothstein,p.198が引用),Ov.Met.xiv.788uenas

etfluminafontiselicueresui(Postgate,p.101)が指摘されている｡しかし,

その本来の語感は変わらないし,また,Prop.Ⅰ.xxの中でこの語は第 7行及び第

10行にも用いられているが,いずれも ｢川の流れ｣の意である｡

37)Cf.Lygd.ⅠⅠⅠ.iv29-30CandoreratqualempraefertLatoniaLuna,/etcolorin

niueocorporepurpureis.Ov.Am.III.iii5-6Candidacandoremroseosuffusa

rubore/antefuit:niueolucetinorerubor.及び上記注29｡
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A voice of Hylas : Prop.Ixx.

Hiroyuki TAKAHASHI

The purpose of this paper is to offer another point of view to the interpretation of

Prop. Ixx 48 'sonitum fecit', a much discussed passage, as sonitus is not the same as

'the human voice' that is the meaning demanded by the context.

Commentators are concerned with possible meanings of the word, but more

attention is to be paid to the phrase 'rapto corpore', whose position in the verse

shows it as if it operated as a medium of the action, and which obtains no adequate

comprehension when taken to be instrumental to 'sonitum fecit' or descriptive of

Hylas falling into the water. Here it should be supposed that the bringing in of the

motif of metamorphosis, which, I think, made the poet choose the word 'sonitus' as

fitting for this scene.

Propertius presents his Hylas as a beauty and seeker of the water, seeking, without

pitcher, not for other heroes, but for himself. And this presentation is designed on

above-below schemata throughout the narrative.

In the Boreades scene they above and Hylas below are opposed as attackers and

defenders with military terms in use, forming a remarkable contrast between the

giant and the little, each staying in his own field and remaining in suspense.

Contrary to this, the description of the fountain is harmonious in itself, and so on

the schema:above and below, things are arranged as mingled altogether, not opposed

in two parts. So also with many of the amorous terms and the abundance of water

that Hylas seeks.

Then comes the climax. Hylas reflects himself in the fountain, a perfect above

below schema:symmetry of beauty. And this is taken over by that of Hylas and the

nymphs. When the water nymphs stop their chorus, the water becomes deadly still

and the surface functions as a mirror without a warp. At this stage the nymphs'

appearance seems to be identical with Hylas' reflection on the surface, seeing that

the visual is described throughout this scene with stress on Hylas' beauty, that the
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nymphs are called 'puellae' after being caught by the fire of his 'candor', a word

suitable for the brilliancy both of handsome boys and lovely girls, and that to that

picture correspond the words 'trahens-traxere' and a proportion of the relating

verses to Hylas and nymphs. So when Hylas, drawing the water up, and the nymphs,

drawing him down, pull each other, crossing each other at the surface they vanish,

Hylas into the mirror of water and the nymphs with his disappearing reflection.

After that, there remains nothing but water, no figure of Hylas or the nymphs' :

that is what 'rapto corpore' means. Hylas turned into water. So 'sonitus', as a

phenomenon, may be just a splash, but not caused by his falling. It is the finish of

this product, reverberations withtn readers' hearts who are present at the scene,

where the beauty vanishes from sight in dead silence, the silence caused by the water

nymphs stopping their chorus.
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